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RSS 取込  

概要  

RSS 情報を取得し、ホームページ上に自動で記事や更新情報を表示する機能です。 

取り込んだページ一覧が表示されます。 

外部サイトの最新情報を手動で更新することなく、一定間隔で自動的に反映できます。 

デモサイト：https://demo.ss-proj.org/.s1/cms275/nodes/new?route=rss/page 

 

  

https://demo.ss-proj.org/.s1/cms275/nodes/new?route=rss/page
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フォルダー作成  

上部メニュー「フォルダー」をクリックし、「新規作成」から作成します。 

ｖ1.19.0 以前のバージョンは 左メニューに表示されています。 

 

 

フォルダーの作成方法、共通項目（基本情報・フォルダー設定・メタ情報・リスト表示・公開設定・管

理権限）の説明は、管理画面操作マニュアル「フォルダー」をご参照ください。 

https://www.ss-proj.org/download/manual.html#folder 

 

フォルダーを作成すると、フォルダー一覧に表示されます。 

 

 

 

  

RSS取込フォルダーは、フォルダー名の右側に「RSS 取込」と 

表示されているフォルダーです。 

 

 

https://www.ss-proj.org/download/manual.html#folder
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RSS取込 

RSS配信 URL RSS 配信 URLを設定します。 

次の RSS形式をサポートしています。 

・RSS2.0 

・Atom 

・RDF 

最大保存件数 

 

最大保存件数を設定します。RSSを取り込んだ際に記事数が「最大保存件

数」を超えた場合、公開日時の古い順に記事を削除し、記事数が「最大保

存件数」以下になるように調整します。「最大保存件数」に０を指定する

と、無制限に記事を保存します。 

更新方法 RSS 取り込みの更新方法を指定します。 

手動の場合は、管理画面上でインポートを行うことで取り込みを行いま

す。 

自動の場合はインストール時に設定した周期で自動で取り込みを行いま

す。 

ページステータス 公開または非公開を選択します。 
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RSS フィード 

フォルダー一覧で作成した「RSS取込」フォルダーをクリックし、「新規作成」をクリックします。 

 

 

編集する場合は、該当フィード名をクリックして、次の詳細画面で「編集する」をクリックします。 

 

 

 

削除も詳細画面から行います。 
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RSS フィードの入力項目  

 

 

 

 

基本情報 

タイトル ページのタイトルに利用し、ブラウザのタイトルバーに表示されます。 

レイアウトに下記のように記述することでページに出力することが可能で

す。<h1 id="ss-page-name">Page Name</h1> 

一覧用タイトル 一覧のタイトルに利用されます。未設定の場合はタイトルが流用されま

す。 

ファイル名 ファイル名は URL に利用します。半角英数字で入力します。.html などの拡

張子の記述は不要です。 

レイアウト ページのレイアウトを選択します。 

並び順 並び順を指定します。数字が小さいほど一覧ページの上位にリンクが表示

されます。 

RSS情報 

ソース URL ソース URLを設定します。 

本文 本文を設定します。「本文」は公開画面に表示されませんが、「本文」に

設定した文字列は「サイト内検索」で検索することができます。取り込ん

だ RSS 記事を管理しやすくすることができます。 
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カテゴリー 

カテゴリー 表示するカテゴリーページの名称にチェックを入れます。 

 

 

公開設定 

ステータス 公開または非公開を選択します。 

公開日時 更新日を特定の日時へ変更したい場合に設定します。省略した場合は、更新

日が表示されます。その他プルダウンで

「手動入力」「作成日」「初公開日」が設

定可能です。 

「手動入力」…日時を指定したいとき 

「更新日」…ページの更新日時 

「作成日」…ページを作成した日時 

「初公開日」…ページを初めて公開した日時 
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管理権限 

管理グループ ログインユーザーの所属グループ（自動的に設定されています）以外でこのペ

ージを編集可能にするグループを追加選択します。 

 

ページを保存します。 

 

 

インポート 

RSS 取込フォルダーで インポート をクリックすると、外部 RSSから最新の記事情報を取り込みま

す。フォルダーの設定で「自動」を選択している場合は定期的に指定件数の記事を取り込みます。 
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気象庁防災情報 XML 

概要  

気象庁防災情報 XML とは、気象庁が配信している防災気象情報を、XML 形式で提供するデータ配信サ

ービスです。 

気象警報・注意報、地震情報、津波情報、台風情報など、様々な防災情報をシステムで自動取得する際

に利用されます。 

受信した気象庁防災情報 XML を保存して、ホームページに公開したり、メール配信などを行うための

機能です。 

デモサイト： https://demo.ss-proj.org/.s1/cms275/nodes/new?route=rss/weather_xml 

 

フォルダー作成  

上部メニュー「フォルダー」をクリックし、「新規作成」から作成します。 

ｖ1.19.0 以前のバージョンは 左メニューに表示されています。 

 

 

フォルダーの作成方法、共通項目（基本情報・フォルダー設定・メタ情報・リスト表示・公開設定・管

理権限）の説明は、管理画面操作マニュアル「フォルダー」をご参照ください。 

https://www.ss-proj.org/download/manual.html#folder 

 

 

  

https://demo.ss-proj.org/.s1/cms275/nodes/new?route=rss/weather_xml
https://www.ss-proj.org/download/manual.html#folder
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気象庁防災情報 XML 

最大保存件数 最大保存件数を設定します。RSSを取り込んだ際に記事数が「最大保存

件数」を超えた場合、公開日時の古い順に記事を削除し、記事数が「最

大保存件数」以下になるように調整します。「最大保存件数」に０を指

定すると、無制限に記事を保存します。 

ページステータス 公開、非公開を選択します。 
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安否確認メール設定 

メール件数 安否メールの件名を指定します。下記のように記述します。 

#{target_time}地震の発生日が「2015年 4 月 1 日 12 時 34分」の形式で表示

されます。 

使用例： 

#{target_time}ころ地震がありました。 

上部メール 安否確認メールの上部メールを指定します。下記のように記述します。 

#{target_time}地震の発生日が「2015年 4 月 1 日 12 時 34分」の形式で表示

されます。 

#{anpi_post_url}安否投稿 URL が表示されます。 

使用例： 

#{target_time}ころ地震がありました。各地の震度は下記の通りです。 

ループメール 安否確認メールのループメールを指定します。下記のように記述します。 

#{target_time}地震の発生日が「2015年 4 月 1 日 12 時 34分」の形式で表示

されます。 

#{anpi_post_url}安否投稿 URL が表示されます。 

#{area_name}地震発生地域が表示されます。 

#{intensity_label}震度が表示されます。 

使用例： 

#{area_name}：震度#{intensity_label} 

下部メール 安否確認メールの下部メールを指定します。下記のように記述します。 

#{target_time}地震の発生日が「2015年 4 月 1 日 12 時 34分」の形式で表示

されます。 

#{anpi_post_url}安否投稿 URL が表示されます。 

使用例： 

下記の URLにアクセスし、安否を入力してください。 

#{anpi_post_url} 

震度 安否メールを送信する震度を指定します。指定された震度以上の地震が対象

地域内で観測された場合、安否メールを送信します。 

対象地域 指定された震度以上の地震が対象地域内で観測された場合、安否メールを送

信します。 

安否掲示板 安否掲示板フォルダーを指定します。安否確認メールに指定したフォルダー

の URLを記載します。 
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安否メール 安否メールフォルダーを指定します。指定したフォルダーから安否メールを

送信します。 

 

フォルダーを作成すると、フォルダー一覧に表示されます。 

 

 

 

 

  

気象庁防災 XML フォルダーは、フォルダー名の右側に

「RSS取込」と表示されているフォルダーです。 
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気象庁防災 XML の新規作成 

(1) フォルダー一覧で作成した「気象庁 XML」フォルダーをクリックし、「新規作成」をクリックし

ます。 

 

 

(2) 必要な項目に内容を入力します。 

 

基本情報 

タイトル タイトルを入力します。ブラウザのタイトルバーに表示される他、ページタ

イトルとしてレイアウトで指定された所定の位置に表示されます。 

一覧用タイトル 一覧のタイトルに利用されます。未設定の場合はタイトルが流用されます。 

ファイル名 ファイル名は URL に利用します。半角英数字で入力してください。.html など

の拡張子の記述は不要です。 

レイアウト フォルダーのレイアウトを選択します。初期値は上位のフォルダーの設定を

継承していますので、必要な場合のみ変更してください。 
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並び順 フォルダーの並び順の設定で「指定順」を指定している場合に利用します。

数字が小さいほど一覧ページの上位に表示されます。 

 

 

RSS情報 

ソース URL ソース URLを設定します。 

本文 本文を設定します。「本文」は公開画面に表示されませんが、「本文」に

設定した文字列は「サイト内検索」で検索することができます。取り込ん

だ RSS記事を管理しやすくすることができます。 

 

 

 

気象庁防災情報 XML 

イベント ID イベント ID を入力します。 

XML XML を設定します。 
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カテゴリー 

カテゴリー 表示するカテゴリーページの名称にチェックを入れます。 

 

 

公開設定 

ステータス 公開または非公開を選択します。 

公開日時 更新日を特定の日時に変更したい場合に設定します。省略した場合は、更新

日が表示されます。 

 

 

管理権限 

管理グループ このページを編集可能にするグループを選択します。 

 

(3) ページを保存します。 
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気象庁区域 

ここでは、気象庁の区域の設定を説明します。設定できる区域は「地震」「津波」「気象情報」「水位

観測所」となっています。 

 

ここでは、地震情報区域を例として説明します。他の区域についても同様の操作となります。 

 

(1) RSS取込左サイドメニューの「気象庁区域―地震情報区域」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 登録されている区域が一覧表示されます。新規作成の場合は「新規作成」をクリックします。 
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(3) 必要な項目に内容を入力します。 

 

地震情報区域 

コード 区域コードを入力します。 

名称 区域の名称を入力します。 

よみ 区域の名称のよみを指定します。 

並び順 表示の並び順と指定します。数字が小さいほど一覧ページの上位に表示さ

れます。 

状態 状態を「有効」「無効」から選択します。 

 

(4) 登録情報を保存します。 

 

 

※編集・削除は、登録情報の詳細画面から行うことができます。 
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ダウンロード・インポート 

地震情報区域は登録データの一括ダウンロードと一括登録（インポート）が可能です。 

(1) 地震情報区域一覧画面で「ダウンロード」をクリックします。 

 

(2) 全登録データが格納された CSV 形式のファ

イルがダウンロードされます。 

一行が一登録データとなり、カンマ区切り

で下記の情報が格納されています。 

「コード」「名称」「よみ」「並び順」

「状態」 

 

 

インポートをクリックすると、下記の画面が表示されますので、ダウンロードされたファイルと同じ形

式でインポートファイルを作成し、ファイル選択後「インポート」をクリックします。 
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受信条件 

ここでは、受信条件の設定について説明します。 

(1) RSS取込左サイドメニューの「受信条件」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 登録されている受信条件が一覧表示されます。新規作成の場合は「新規作成」をクリックします。 
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(3) まず、種別選択を行い「新規作成」ボタンをクリックします。選択項目により、次ページの入力項

目が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

■「震度速報」「震源・震度に関する情報」を選択した場合 

 

地震 

名前 名前を入力します。 

訓練 XML 訓練 XMLを対象とするかどうかを選択します。有効を選択した場合、訓練

XML を受信した場合にも受信時の動作が実行されます。 

試験 XML 試験 XMLを対象とするかどうかを選択します。有効を選択した場合、試験

XML を受信した場合にも受信時の動作が実行されます。 

震度 受信条件となる震度を選択します。 

対象地域 受信条件の対象となる区域を選択します。 

ここでの選択肢は前項「地震情報区域」で設定された内容となります。 
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■「津波警報・注意報・予報」「津波情報」を選択した場合 

 

津波 

種類 受信条件となる情報の種類を選択します。 

対象地域 受信条件の対象となる区域を選択します。 

ここでの選択肢は前項「津波情報区域」で設定された内容となります。 

※「名前」「訓練 XML」「試験 XML」は、「震度速報」と同じです。 

 

■「気象特別警報・警報」を選択した場合 

 

気象情報 

種類 受信条件となる情報の種類を選択します。 

対象地域 受信条件の対象となる区域を選択します。 

ここでの選択肢は前項「気象情報区域」で設定された内容となります。 

※「名前」「訓練 XML」「試験 XML」は、「震度速報」と同じです。 
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■「指定河川洪水予報」を選択した場合 

 

水位 

水位観測所 受信条件の対象となる区域を選択します。 

ここでの選択肢は前項「水位観測所」で設定された内容となります。 

※「名前」「訓練 XML」「試験 XML」は、「震度速報」と同じです。 

 

■「土砂災害警戒情報」「噴火速報」「竜巻注意報」を選択した場合 

 

水位 

対象区域 受信条件の対象となる区域を選択します。 

ここでの選択肢は前項「気象情報区域」で設定された内容となります。 

※「名前」「訓練 XML」「試験 XML」は、「震度速報」と同じです。 

 

■「降灰予報」を選択した場合 

 

水位 

種類 予報の種類を選択します。 

水位観測所 受信条件の対象となる区域を選択します。 

ここでの選択肢は前項「気象情報区域」で設定された内容となります。 

※「名前」「訓練 XML」「試験 XML」は、「震度速報」と同じです。 
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(4) 登録情報を保存します。 

 

 

※編集・削除は、登録情報の詳細画面から行うことができます。 
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受信時の動作 

ここでは、受信時の動作設定について説明します。 

(1) RSS取込左サイドメニューの「受信時の動作」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 登録されている受信時の動作が一覧表示されます。新規作成の場合は「新規作成」をクリックしま

す。 
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(3) まず、種別選択を行い「新規作成」ボタンをクリックします。選択項目により、次ページの入力項

目が変わります。 

 

 

 

 

 

 

■「記事ページ作成」を選択した場合 

 

記事ページ作成 

名前 名前を入力します。 

フォルダー 記事ページを作成するフォルダーを選択します。 

カテゴリー 作成した記事ページを設定するカテゴリーを選択します。 

公開状態 作成した記事ページの公開状態を選択します。 

気象台発表 気象台発表を表示するかどうかを選択します。 
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■「メール送信」を選択した場合 

 

メール送信 

名前 名前を入力します。 

送信者名 メールの送信者名を入力します。 

送信メールアドレス メールの送信者名に利用するメールアドレスを入力します。 

署名（テキスト版） メールの署名を入力します。 

受信ユーザー メールを受信するユーザーを選択します。 

受信グループ メールを受信するグループを選択します。 

気象台発表 気象台発表を表示するかどうかを選択します。 
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■「緊急災害レイアウト切替」を選択した場合 

 

記事ページ作成 

名前 名前を入力します。 

緊急災害レイアウト 緊急災害レイアウトを選択します。 

 

(4) 登録情報を保存します。 

 

 

※編集・削除は、登録情報の詳細画面から行うことができます。 

 

 

 


